
約款料金改定のお知らせ

国の新たな制度「容量市場」が始まります。
その新制度に対応するために2024年4月より
約款および電気料金の一部を改定いたします。

容量市場とは？

容量市場とは将来にわたって電力の供給力を確保するための制度で
2020年に創設されました。国全体で必要とされる供給力を確保する
ために、発電所の新設・施設改修等の費用を「容量市場拠出金」と
して一般送配電事業者・小売電気事業者が2024年4月より負担し、
電力の安定化を実現させるための制度です。

詳しくは電力広域的運営推進機関が開設しております、「容量市場
かいせつスペシャルサイト」をご確認ください。

サイトURL：電力広域的運営推進機関 容量市場かいせつスペシャルサイト
https://www.occto.or.jp/capacity-market/shikumi/capacity-market

容量市場によってどうなるの？

電力の供給が安定することにより、月々の電気料金の安定化や
電力市場価格も安定化し、市場価格に連動する電源調達調整額の
価格が低くなることが期待されます。



容量市場開設に伴い、2024年4月ご利用分（2024年5月請求分）
より以下のとおり改定いたします。

高圧のお客さま

現在の電気料金に「容量市場拠出金」を追加いたします。

＊容量市場拠出金の算出方法
契約容量（kW）×容量市場拠出金単価※

基本料金(kW)

従量料金(kWh)

燃料費等調整額(kWh)

（燃料費調整額
電源調達調整額）

再エネ賦課金(kWh)

容量市場拠出金(kW)

基本料金(kW)

従量料金(kWh)

燃料費等調整額(kWh)

（燃料費調整額
電源調達調整額）

再エネ賦課金(kWh)

改定前 改定後

※容量市場拠出金単価は毎月HP上で公開いたします。

改定内容

※低圧のお客さまは別途案内しておりますお知らせページをご確認ください。

詳しくは当社約款をご確認ください。
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